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要 旨   

 

アルコール性肝炎は急性の炎症性肝疾患であり，短期的にも長期的にも高い罹患率と死

亡率を示す。アルコール性肝炎は、慢性肝疾患を背景に発症することが多く、黄疸が急速

に出現し、無数の合併症を発症することが特徴である。重度のアルコール性肝炎に対する

内科的治療は、コルチコステロイドに頼っているが、その効果はそれほど高くない。アル

コール性肝炎の患者にとって断酒は非常に重要であるが、再飲酒が高いのが現状である。

アルコール性肝炎やアルコール依存症に対する有効な治療法がないため、新しい有効な

治療法の開発が急務となっている。有望な予備的研究や前臨床研究に支えられ、現在、ア

ルコール性肝炎に対する新しい治療法の多くの臨床試験が進行中であり、このシリーズ

の論文でさらに詳しく説明する。 

 

 

 


